
第８次山口県保健医療計画 中間評価・見直し（素案）の概要 

 

第１部 趣旨 

第１章 中間評価・見直しの趣旨 
・ 山口県保健医療計画（令和６年度～令和 11年度）では３年

ごとに調査、分析及び評価し、必要に応じ計画を見直すこと
とされている。 

・ このことから、数値目標により現在の進捗状況を把握すると
ともに、在宅医療その他必要な事項について見直しを行う。 

第２章 計画策定後の主な動き 

・ 本計画は、医療法第 30 条の４第１項の規定に基づく医療計
画 

・ 県の関連分野の計画策定・改定等との整合を図る必要がある 
（医師確保計画、外来医療計画、高齢者プラン 等） 

第２部 中間評価・見直し 

第１編 総論 

第１章 評価・見直しの考え方 
・ 疾病・事業ごとの指標及び数値目標により、進捗状況を把握。 
・ 進捗状況が「達成」の指標や目標年次を迎える指標は再検討。 
・ その他、保健・医療に係る状況の変化に応じ、指標を追加・

見直し。 

第２章 数値目標の現状 
目標112項目中「達 成」    41項目(36%) 
       「改 善」    33項目(30%) 
       「維持・後退」    12項目(11%) 

「そ の 他」     26項目(23%) 
 
第２編 基準病床数 
・ 「精神病床」の算定においては、見直しを行う。 
 [現行]4,727床  [見直し後]4,077床 

 
第３編 ５疾病 
第１章 がん【第４期山口県がん対策推進計画】 

 ○ 数値目標の現状（主なもの） 
・ がん年齢調整死亡率は長期的な低下傾向を維持。 
・ がん検診受診率はすべての区分において数値が改善。女性は

全国平均として比較しても依然として低い。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ がん検診受診率を更に向上させる取組。 

新・ 2040年に向けて、適切ながん医療を受けることができるよ
う持続可能ながん医療提供体制の検討。 等 

○ 見直し後の目標設定 
・ 現在の目標を引き続き設定。 

第２章 脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾患 

【第２期山口県脳卒中・心臓病その他の循環器病対策推進計画】 

 ○ 数値目標の現状（主なもの） 
・ 高血圧の人の割合、LDLコレステロール値が高い人の割合は

改善傾向。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ 生活習慣病等の予防に関する取組の強化。 等 

○ 見直し後の目標設定 
・ 国の「第２期循環器病対策推進基本計画」等を踏まえ、下記

目標等を変更・追加。 
 

追加した目標 基準値 目標値 
新脳梗塞に対する t-PAによ
る血栓溶解療法の実施率 

6.8％ 
(R5年) 

7.0％ 
(R10年) 

新脳梗塞に対する血栓回収
療法の実施件数(人口 10万
対) 

15.8件 

(R5年) 

16.0件 

(R10年) 

新救急要請から救急医療機
関への搬送までに要した平
均時間 

保健医療圏ご

との実績時間 

(R2年) 

減らす 

(R10年) 

第３章 糖尿病 

○ 数値目標の現状（主なもの） 
・ 糖尿病有病者割合、年間新規透析導入患者数は改善。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ 糖尿病の発症予防、重症化予防についての取組推進。 等 

○ 目標設定 
・ 現在の目標を引き続き設定。 

第４章 精神疾患 

○ 数値目標の現状（主なもの） 
・ 長期在院者数は一定の進捗が見られるが、退院後１年以内の

地域における平均生活日数は改善が認められない。 
・ 認知症サポーター養成数は概ね順調に推移。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ 退院後に地域で安心して生活できるような支援体制の構築。 
・ 認知症サポーター等による支援チームによる支援。 等 

○ 目標設定 
・ 一部目標を修正。  

第４編 ６事業 

第１章 救急医療 

○ 数値目標の現状 
・ 救急搬送患者数のうち軽症者の割合は改善、救命講習受講者

数の割合も順調に推移。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ 救急医療機関の適正受診の呼びかけ。 
・ 救命講習等を通じた AED使用方法の周知。 等 

○ 目標設定 
・ 現在の目標を引き続き設定。 

第２章 災害医療 

○ 数値目標の現状 
・ EMISへの医療機関情報の入力率、災害医療コーディネータ

ー数や県による災害訓練実施回数は順調に推移。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ EMISへの医療機関情報の入力率の向上、災害医療コーディ

ネーターの確保や災害訓練の継続実施。 等 

○ 目標設定 
・ 一部目標を修正。 

第３章 新興感染症医療 

○ 数値目標の現状（主なもの） 
・ 第一種協定指定医療機関（入院）の確保病床数等順調に推移。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ 医療機関との協定締結の推進 等 

○ 目標設定 
・ 現在の目標を引き続き設定。 

第４章 へき地医療 

○ 数値目標の現状（主なもの） 
・ へき地で勤務する総合診療専門研修プログラム専攻医数は増

加。 
・ 巡回診療・医師派遣・代診医派遣の年間実績が合算で 12回

以上の医療機関の割合は順調に推移。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
拡・ へき地医療拠点病院の機能強化、遠隔医療の拡充と医療資源

の効果的な活用 等 

○ 目標設定 
・ 現在の目標を引き続き設定。 

第５章 周産期医療 

○ 数値目標の現状 
・ 周産期死亡率は概ね全国平均並み。 
・ 院内助産師及び助産師外来の設置数は順調に推移。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ 総合周産期母子医療センターへの症例の集約化や、転院搬送

について検討 等 

○ 目標設定 
・ 現在の目標を引き続き設定。 

第６章 小児医療 

○ 数値目標の現状（主なもの） 
・ 時間外外来受診回数等は順調に推移。 
・ 保護者を対象とした講習会受講者数は大幅減少。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
・ 適正受診に関する取組を推進 等 

○ 目標設定 
・ 現在の目標を引き続き設定。 

第５編 在宅医療 

○ 数値目標の現状（主なもの） 
・ 在宅療養後方支援病院数、訪問看護ステーション数は順調に

増。 
・ 訪問診療を行う医療機関数は改善しているが進捗に遅れ。 

○ 今後目指すべき方向（取組事項） 
拡・ 今後の需要増に備えた在宅医療機関の拡大や多職種連携の取

組 等 

○ 目標設定 
・ 現在の目標を引き続き設定。 

第６編 外来医療 
・ 最新の外来医師偏在指標に基づく外来医師多数区域の見直し

及び地域外来医療の位置づけ。 

第３部 地域の保健医療を担う人材の確保と資質の向上 

第１章 医師【山口県医師確保計画】 
・ 各種指標・目標の更新。 

新・ 医師偏在是正プランの策定。 等 

資料２ 
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